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(57)【要約】
【課題】  一枚のシートから組み立てられる箱であって 
、組み立てが容易であり、また、取扱に便利な箱を得る 
。
【解決手段】  底部２の四辺に設けた隣り合う第１側壁 
部４と第２側壁部６の間に外方に二つ折りされ三角形と 
なって第１側壁部４および／または第２側壁部６の外面 
側に折り込まれる折込部１０を設け、折込部１０の２つ 
の開放辺に突片部１１ａ，１１ｂを設け、また、第１側 
壁部４および／または第２側壁部６の開放辺に第６折線 
１４を介して連接する係止片部１５を設け、係止片部１ 
５と第１側壁部４および／または第２側壁部６の間に折 
込部１０に設けた突片部１１ａ，１１ｂを嵌合する嵌合 
口１６ａ，１６ｂを形成し、係止片部１５を第６折線１ 
４から山折りすることにより、嵌合口１６ａ，１６ｂに 
第１側壁部４および／または第２側壁部６の外面側に折 
り込まれた折込部１０の開放辺に設けられた突片部１１ 
ａ，１１ｂを嵌合するようにした。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全20頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら れ る 箱 で あ っ て 、 矩 形 状 の 底 部 の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ  
れ 第 １ 折 線 を 介 し て 連 接 す る 第 １ 側 壁 部 が 設 け ら れ 、 前 記 底 部 の 他 の 相 対 向 す る 二 辺 に そ  
れ ぞ れ 第 ２ 折 線 を 介 し て 連 接 す る 第 ２ 側 壁 部 が 設 け ら れ 、 隣 り 合 う 前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記  
第 ２ 側 壁 部 の 間 に 、 両 側 端 縁 に そ れ ぞ れ 第 ３ 折 線 、 第 ４ 折 線 を 介 し て 連 接 し 、 前 記 両 側 端  
縁 を ２ 辺 と す る 四 角 形 に 形 成 さ れ 、 第 ３ 折 線 、 第 ４ 折 線 の 間 の 対 角 線 を 第 ５ 折 線 と し て 外  
方 に 二 つ 折 り さ れ 三 角 形 と な っ て 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折  
り 込 ま れ る 折 込 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に は 突 片 部 が 設 け ら れ 、 ま た 、 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た  
は 第 ２ 側 壁 部 の 開 放 辺 に 第 ６ 折 線 を 介 し て 連 接 す る 係 止 片 部 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 片 部 と  
第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 間 に は 前 記 折 込 部 に 設 け ら れ た 突 片 部 が 嵌 合  
す る 嵌 合 口 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 係 止 片 部 を 第 ６ 折 線 か ら 山 折 り す る こ と に よ り 、 前 記 嵌 合 口 に 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ  
び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部 が 嵌 合  
す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 前 記 突 片 部 に あ っ て は 、 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開  
放 辺 に シ ー ト 厚 を 超 え る 深 さ に 切 り 取 ら れ て 凹 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 凹 部 の 両 側 の 突 部 を 前  
記 突 片 部 と し て お り 、 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 と 前 記 突 部 は 、 前  
記 折 込 部 を 第 ５ 折 線 か ら 二 つ 折 り し た と き 重 な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 前 記 第 １  
側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 前 記 係 止 片 部 は 、 前 記 重 な り  
合 う ２ つ の 突 部 か ら な る 一 方 の 前 記 突 片 部 が 嵌 合 す る 穴 状 の 前 記 嵌 合 口 が 形 成 さ れ 、 そ の  
両 側 に 他 方 の 前 記 突 片 部 が 嵌 合 す る 溝 状 の 前 記 嵌 合 口 が 両 側 に 形 成 さ れ 、 穴 状 の 前 記 嵌 合  
口 と 溝 状 の 前 記 嵌 合 口 と の 間 が 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 に 連 接 し て い る  
連 接 部 と な り 、 前 記 連 接 部 は 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 に 嵌 合 可 能  
な 幅 と な っ て お り 、 さ ら に 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 に は 、 前 記 凹 部 の 深  
さ を 超 え な い 範 囲 で 前 記 連 接 部 の 一 部 を 形 成 す る 切 り 込 み が 設 け ら れ 、 前 記 切 り 込 み の 先  
端 を 結 ぶ 線 が 前 記 第 ６ 折 線 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 箱  
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ー ト は 、 少 な く と も 内 面 と な る 一 面 に 耐 液 体 性 加 工 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ー ト の 少 な く と も 内 面 と な る 一 面 の コ ッ ブ 吸 水 度 が 、 １ ２ ０ 秒 で ３ ｇ ／ ｍ ２ 以 下  
で あ る か 、 ３ ０ 分 で ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ ー ト は 、 紙 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 箱 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 シ ー ト は 、 段 ボ ー ル シ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら れ る 箱 で あ っ て 、 特 に 粉 体 や 液 状 物 の 収 容 に 適  
し た 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら れ る 箱 と し て 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 箱 本 体 の 四 辺 形 の 底  
壁 ５ ０ の 四 周 側 辺 に そ れ ぞ れ 側 壁 ５ １ 、 ５ １ 、 ５ ２ 、 ５ ２ が 連 接 さ れ 、 隣 接 す る 側 壁 ５ １  
、 ５ ２ の 側 辺 間 に 跨 が っ て 外 方 に ２ つ 折 り さ れ る 連 結 片 ５ ３ が 連 接 さ れ 、 箱 本 体 の 各 側 壁  
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５ １ 、 ５ １ 、 ５ ２ 、 ５ ２ の 上 縁 お よ び 連 結 片 ５ ３ の 外 側 片 部 上 縁 に 外 方 に 折 り 返 さ れ る 折  
り 返 し 片 ５ ４ 、 ５ ５ が 連 接 さ れ て い る と 共 に 、 こ の 外 側 片 部 の 折 り 返 し 片 ５ ６ が 一 対 の 対  
向 側 壁 の 折 り 返 し 片 ５ ４ の 両 端 に 連 接 さ れ 、 他 の 一 対 の 対 向 側 壁 の 折 り 返 し 片 ５ ５ の 先 端  
に 連 結 片 と 側 壁 と の 間 に 折 り 込 ま れ る 折 り 込 み 片 ５ ７ が 連 接 さ れ 、 こ の 折 り 込 み 片 ５ ７ が  
折 り 返 し 片 ５ ６ 、 連 結 片 ５ ３ と 側 壁 ５ ２ と の 間 に 折 り 込 ま れ た 状 態 の も と で 、 一 対 の 対 向  
側 壁 上 部 に 手 掛 け 部 が 形 成 さ れ る も の と す る 段 ボ ー ル 箱 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献  
１ 参 照 。 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ３ １ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 段 ボ ー ル 箱 は 、 底 壁 ５ ０ の 四 周 側 辺 か ら 側 壁 ５ １ 、 ５ １ 、  
５ ２ 、 ５ ２ を 立 ち 上 げ 、 隣 接 す る 側 壁 ５ １ 、 ５ ２ の 側 辺 間 に 跨 が っ て 連 接 さ れ て い る 連 結  
片 ５ ３ を 外 方 に ２ つ 折 り し 、 各 側 壁 ５ １ 、 ５ １ 、 の 上 縁 に 連 接 さ れ て い る 折 り 返 し 片 ５ ４  
と 、 連 結 片 ５ ３ の 外 側 片 部 上 縁 に 連 接 さ れ て い る 折 り 返 し 片 ５ ６ を 外 方 に 折 り 返 し 、 外 方  
に ２ つ 折 り さ れ た 連 結 片 ５ ３ 、 ５ ３ と 、 連 結 片 ５ ３ の 外 側 片 部 上 縁 に 連 接 さ れ 外 方 に 折 り  
返 さ れ る 折 り 返 し 片 ５ ６ を 側 壁 ５ ２ ， ５ ２ の 外 面 に 重 ね 、 そ の 上 か ら 側 壁 ５ ２ 、 ５ ２ の 上  
縁 に 連 接 さ れ て い る 折 り 返 し 片 ５ ５ を 外 方 に 折 り 返 し て 重 ね 、 折 り 返 し 片 ５ ５ の 先 端 に 連  
接 さ れ て い る 折 り 込 み 片 ５ ７ を 折 り 返 し 片 ５ ６ 、 連 結 片 ５ ３ と 側 壁 ５ ２ と の 間 に 折 り 込 む  
よ う に し て 組 み 立 て ら れ る の で 、 組 み 立 て が 非 常 に 面 倒 で あ る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら れ る 箱 で あ っ て 、 組 み 立 て が 容 易 で あ り  
、 ま た 、 取 扱 に 便 利 な 箱 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら  
れ る 箱 で あ っ て 、 矩 形 状 の 底 部 の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 第 １ 折 線 を 介 し て 連 接 す る 第  
１ 側 壁 部 が 設 け ら れ 、 前 記 底 部 の 他 の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 第 ２ 折 線 を 介 し て 連 接 す  
る 第 ２ 側 壁 部 が 設 け ら れ 、 隣 り 合 う 前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 間 に 、 両 側 端 縁 に  
そ れ ぞ れ 第 ３ 折 線 、 第 ４ 折 線 を 介 し て 連 接 し 、 前 記 両 側 端 縁 を ２ 辺 と す る 四 角 形 に 形 成 さ  
れ 、 第 ３ 折 線 、 第 ４ 折 線 の 間 の 対 角 線 を 第 ５ 折 線 と し て 外 方 に 二 つ 折 り さ れ 三 角 形 と な っ  
て 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ る 折 込 部 が 設 け ら れ 、  
前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に は 突 片 部 が 設 け ら れ 、 ま た 、 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は  
第 ２ 側 壁 部 の 開 放 辺 に 第 ６ 折 線 を 介 し て 連 接 す る 係 止 片 部 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 片 部 と 第  
１ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 間 に は 前 記 折 込 部 に 設 け ら れ た 突 片 部 が 嵌 合 す  
る 嵌 合 口 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 係 止 片 部 を 第 ６ 折 線 か ら 山 折 り す る こ と に よ り 、 前 記 嵌  
合 口 に 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 の 開 放 辺  
に 設 け ら れ た 突 片 部 が 嵌 合 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 隣 り 合 う 前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 間 に 設 け  
ら れ て い る 前 記 折 込 部 を 、 前 記 第 ３ 折 線 を 谷 折 り 、 前 記 第 ４ 折 線 を 山 折 り し 前 記 第 ５ 折 線  
を 谷 折 り し て 外 方 に 二 つ 折 り し な が ら 、 前 記 底 部 か ら 前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 を  
前 記 第 １ 折 線 、 前 記 第 ２ 折 線 か ら 谷 折 り し て 立 ち 上 げ 、 二 つ 折 り し た 前 記 折 込 部 を 前 記 第  
２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 み 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 に 重 ね 、 こ の 状 態 か ら 、 前 記 第 ２ 側 壁  
部 の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 前 記 係 止 片 部 を 前 記 第 ６ 折 線 か ら 山 折 り し て 、 前 記 係 止 片 部  
と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 間 に 形 成 さ れ て い る 前 記 嵌 合 口 に 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 ま  
れ た 前 記 折 込 部 の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 前 記 突 片 部 を 嵌 合 す る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 一 枚 の  
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シ ー ト か ら 箱 を 組 み 立 て る こ と が で き る 。
　 ま た 、 組 み 立 て ら れ た 箱 の 前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 内 面 に は 障 害 と な る よ う  
な 出 っ 張 り 部 を 生 じ さ せ る よ う な こ と は 無 い の で 、 内 容 物 の 出 し 入 れ 等 に お い て 取 扱 に 便  
利 な 箱 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 、 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た  
前 記 突 片 部 に あ っ て は 、 前 記 折 込 部 の ２ つ の 開 放 辺 に シ ー ト 厚 を 超 え る 深 さ に 切 り 取 ら れ  
て 凹 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 凹 部 の 両 側 の 突 部 を 前 記 突 片 部 と し て お り 、 前 記 折 込 部 の ２ つ の  
開 放 辺 に 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 と 前 記 突 部 は 、 前 記 折 込 部 を 第 ５ 折 線 か ら 二 つ 折 り し た と き  
重 な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 前 記 第 １ 側 壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 の 開 放 辺  
に 設 け ら れ て い る 前 記 係 止 片 部 は 、 前 記 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 か ら な る 一 方 の 前 記 突 片 部  
が 嵌 合 す る 穴 状 の 前 記 嵌 合 口 が 形 成 さ れ 、 そ の 両 側 に 他 方 の 前 記 突 片 部 が 嵌 合 す る 溝 状 の  
前 記 嵌 合 口 が 両 側 に 形 成 さ れ 、 穴 状 の 前 記 嵌 合 口 と 溝 状 の 前 記 嵌 合 口 と の 間 が 前 記 第 １ 側  
壁 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 に 連 接 し て い る 連 接 部 と な り 、 前 記 連 接 部 は 前 記 折 込 部 の  
２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 に 嵌 合 可 能 な 幅 と な っ て お り 、 さ ら に 前 記 第 １ 側 壁 部  
お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 に は 、 前 記 凹 部 の 深 さ を 超 え な い 範 囲 で 前 記 連 接 部 の 一 部 を 形  
成 す る 切 り 込 み が 設 け ら れ 、 前 記 切 り 込 み の 先 端 を 結 ぶ 線 が 前 記 第 ６ 折 線 と な っ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 折 込 部 の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 の 深 さ が シ  
ー ト 厚 を 超 え る 深 さ と な っ て い る の で 、 前 記 係 止 片 部 の 前 記 連 接 部 を 前 記 第 ６ 折 線 か ら 山  
折 り し 、 前 記 折 込 部 の 前 記 凹 部 に 嵌 合 し た と き 、 前 記 係 止 片 部 の 前 記 連 接 部 の 山 折 り に よ  
っ て 前 記 係 止 片 部 に 形 成 さ れ て い る 前 記 嵌 合 口 に 嵌 合 し た 前 記 折 込 部 の 前 記 突 片 部 の 先 端  
が 前 記 係 止 片 部 の 上 面 か ら 突 出 し た 状 態 と な る の で 、 前 記 突 片 部 と 前 記 係 止 片 部 と の 間 に  
確 実 な 係 止 状 態 が 得 ら れ 、 前 記 第 ２ 側 壁 部 と 、 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 前  
記 折 込 部 を 確 実 に 固 定 す る こ と が で き 、 堅 牢 な 箱 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 、 前 記 シ ー ト は 、 少 な く と も 内 面  
と な る 一 面 に 耐 液 体 性 加 工 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 シ ー ト は 、 少 な く と も 内 面 と な る 一 面 に 耐 液 体 性  
加 工 が 施 さ れ て い る の で 、 内 容 物 が 液 状 物 で あ っ て も 内 容 物 が 漏 れ た り 、 ま た 箱 が 脆 弱 化  
し て し ま う と い っ た こ と が 起 こ り に く く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 、 前 記 シ ー ト の 少 な く と も 内 面 と な る 一 面  
の コ ッ ブ 吸 水 度 が 、 １ ２ ０ 秒 で ３ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る か 、 ３ ０ 分 で ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 シ ー ト は 、 内 面 が 吸 水 し に く い 素 材 で あ る た め 、  
内 容 物 に 直 接 液 体 を 入 れ て 長 期 間 保 管 し て も 内 容 物 が 漏 れ た り 、 ま た 箱 が 脆 弱 化 し て し ま  
う と い っ た こ と が 起 こ り に く く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 、 前 記 シ ー ト は 、 紙 製 で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 シ ー ト は 紙 製 で あ る の で 、 使 用 後 の 廃 棄 が 容 易 で  
有 り 、 ま た 資 源 と し て の 再 利 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 、 前 記 シ ー ト は 、 段 ボ ー ル シ ー ト で あ る こ  
と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 シ ー ト は 、 段 ボ ー ル シ ー ト で あ る の で 、 軽 量 で 且  
つ 堅 牢 な 箱 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 取 扱 や 製 造 が 容 易 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 箱 に よ れ ば 、 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、 ま た 、 内 面 に 出 っ 張  
り 部 が な い 箱 で あ る こ と か ら 、 内 容 物 の 出 し 入 れ 等 に お い て 取 扱 に 便 利 な 箱 を 得 る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 取 り 付 け る 内 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 内 蓋 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ３ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ４ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 の 利 用 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 取 り 付 け る 内 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ２ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 内 蓋 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 外 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ に 示 す 外 蓋 を 図 １ に 示 す 箱 に 被 せ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 従 来 の 箱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 箱 の 形 態 の 一 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ７ は 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 を 示 す も の で あ り 、 図 １ は 第 １ 例 の  
箱 の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 す 箱 の 展 開 図 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ は 図 １ に 示 す 箱 を 組 み 立 て  
る 過 程 を 示 す 説 明 図 、 図 ６ は 図 １ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 取 り 付 け る 内 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図  
、 図 ７ は 図 １ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 内 蓋 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 例 の 箱 １ は 、 一 枚 の シ ー ト か ら 組 み 立 て ら れ る 。
　 使 用 さ れ る シ ー ト と し て は シ ー ト 状 の 材 料 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 紙 製  
シ ー ト 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 シ ー ト 等 が 使 用 さ れ る 。 紙 製 シ ー ト と し て は 厚 紙 シ ー ト 、 白 板 紙  
シ ー ト 、 紙 段 ボ ー ル シ ー ト 等 が あ り 、 ま た プ ラ ス チ ッ ク 製 シ ー ト と し て は 、 プ ラ ス チ ッ ク  
板 状 シ ー ト 、 プ ラ ス チ ッ ク 段 ボ ー ル シ ー ト 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 シ ー ト に は 、 少 な く と も 箱 の 内 面 と な る 一 面 に 耐 液 体 性 加 工 が 施 さ れ て い る も の  
を 使 用 す る こ と が で き る 。 耐 液 体 性 加 工 に あ っ て は 、 厚 紙 シ ー ト 、 白 板 紙 シ ー ト 、 紙 段 ボ  
ー ル シ ー ト 等 の 紙 製 シ ー ト に 、 耐 液 体 性 の フ ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト し 、 或 い は 耐 液 体 性 の 塗  
料 を コ ー テ ィ ン グ し て も よ く 、 ま た 、 紙 層 に 耐 液 性 剤 を 含 有 さ せ て も よ い 。 本 発 明 の 箱 に  
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お い て 、 防 水 性 を 重 視 す る 目 的 で 紙 製 シ ー ト を 用 い る 場 合 、 少 な く と も 内 面 と な る 一 面 の  
コ ッ ブ 吸 水 度 が 、 １ ２ ０ 秒 で ３ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る か 、 ３ ０ 分 で ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る  
シ ー ト を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
　 第 １ 例 で は 、 箱 １ を 組 み 立 て る シ ー ト と し て 、 箱 １ の 内 面 と な る 一 面 に 耐 液 体 性 の 塗 料  
が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 紙 製 の 段 ボ ー ル シ ー ト が 使 用 さ れ て い る 。
　 な お 、 利 用 す る 用 途 に 応 じ て 箱 １ の 外 面 と な る 一 面 に 耐 液 体 性 の 塗 料 が コ ー テ ィ ン グ さ  
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 段 ボ ー ル シ ー ト で 形 成 さ れ る 第 １ 例 の 箱 １ は 、 図 ２ の 展 開 図 で 示 す よ う に 、  
矩 形 状 の 底 部 ２ の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 第 １ 折 線 ３ を 介 し て 第 １ 側 壁 部 ４ が 設 け ら れ  
、 底 部 ２ の 他 の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 第 ２ 折 線 ５ を 介 し て 第 ２ 側 壁 部 ６ が 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に は 、 両 側 端 縁 に そ れ ぞ れ 第 ３ 折 線 ７ 、 第 ４  
折 線 ８ を 介 し て 連 接 し 、 両 側 端 縁 を ２ 辺 と す る 四 角 形 に 形 成 さ れ 、 第 ３ 折 線 ７ 、 第 ４ 折 線  
８ の 間 の 対 角 線 を 第 ５ 折 線 ９ と し て 外 方 に 二 つ 折 り さ れ 三 角 形 と な っ て 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外  
面 側 に 折 り 込 ま れ る 折 込 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 折 込 部 １ ０ を 形 づ く る 四 角 形 は 、 本 例  
で は 正 方 形 と な っ て い る が 、 第 ４ 折 線 ８ に 対 し 、 第 ３ 折 線 ７ の 長 さ を 第 ４ 折 線 ８ よ り 若 干  
短 く し た 四 角 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に は 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 例 で は 、  
折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 の 中 央 部 位 が 、 シ ー ト 厚 を 超 え る 深 さ に 切 り 取 ら れ て 凹 部 １ ２  
が 形 成 さ れ 、 凹 部 １ ２ の 両 側 の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と し て お り 、  
折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ 同 士 が 、 そ し て 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ 同 士  
が 折 込 部 １ ０ を 第 ５ 折 線 ９ か ら 二 つ 折 り し た と き 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 の 中 央 部 位 を 切 り 取 っ て 形 成 さ れ る 凹 部 １ ２ の 切 り 取 り 深 さ  
は 、 シ ー ト 厚 の ２ 倍 か ら ３ 倍 の 深 さ が 好 ま し い 。 凹 部 １ ２ の 切 り 取 り 深 さ が シ ー ト 厚 の ２  
倍 か ら ３ 倍 の 深 さ で あ る と 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 後 述 す る 係 止 片 部 の 嵌 合 口 に 嵌 合 し  
た と き 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 先 端 が 係 止 片 部 の 嵌 合 口 か ら 少 な く と も シ ー ト 厚 以 上 の  
幅 で 突 出 す る の で 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 係 止 片 部 と の 間 に 確 実 な 係 止 状 態 が 得 ら れ る  
。 ま た 、 後 述 す る 内 蓋 を 組 み 立 て ら れ た 箱 １ の 開 口 部 に し っ か り と 被 せ る こ と が で き る 。  
第 １ 例 で は 、 凹 部 １ ２ の 切 り 取 り 深 さ は シ ー ト 厚 の ３ 倍 の 深 さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 第 ６ 折 線 １ ４ を 介 し て 連 接 す る 係 止 片 部 １ ５ が 設 け ら れ  
、 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 嵌  
合 す る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り  
す る こ と に よ り 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 １  
０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 嵌 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ に あ っ て は 、 第 １ 例 で は 、 係 止 片  
部 １ ５ の 中 央 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ａ か  
ら な る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ａ が 嵌 合 す る 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ が 中 央 に 形 成 さ れ 、 係 止 片 部  
１ ５ の 両 側 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ｂ ， １ ３ ｂ か ら  
な る 突 片 部 １ １ ｂ ， １ １ ｂ が 嵌 合 す る 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ と 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ と の 間 が 第 ２ 側 壁 部 ６ に 連 接 し て い  
る 連 接 部 １ ７ と な り 、 連 接 部 １ ７ は 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌  
合 可 能 な 幅 と な っ て い る 。 さ ら に 第 ２ 側 壁 部 ６ に は 、 凹 部 １ ２ の 深 さ を 超 え な い 範 囲 で 連  
接 部 １ ７ の 一 部 を 形 成 す る 切 り 込 み １ ８ が 設 け ら れ 、 切 り 込 み １ ８ の 先 端 を 結 ぶ 線 が 前 記  
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し た 第 ６ 折 線 １ ４ と な っ て い る 。 そ し て 、 連 接 部 １ ７ の 係 止 片 部 １ ５ と の 間 に 第 ７ 折 線 １  
９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 高 さ 方 向 の 間 隔 、 す な わ ち 係 止 片 部 １ ５ の 第 ２ 側 壁 部 ６  
の 開 放 辺 側 の 辺 と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 と の 間 隔 に あ っ て は 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ へ の  
突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 嵌 合 が 確 実 に 行 わ れ る の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 箱 １ の 組  
み 立 て に 際 し 、 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し た と き 、 第 ６ 折 線 １ ４ は 第 ２ 側  
壁 部 ６ に 設 け ら れ た 連 接 部 １ ７ の 一 部 を 形 成 す る 切 り 込 み １ ８ の 先 端 を 結 ぶ 線 と な っ て い  
る こ と か ら 、 こ の 切 り 込 み １ ８ の 分 だ け 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 高 さ 方 向 の 間 隔 が 広 が る  
の で 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 高 さ 方 向 の 間 隔 を シ ー ト 厚 さ の ２ 倍 以 下 と す る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 展 開 構 造 を 有 す る 第 １ 例 の 箱 １ は 、 次 の よ う に し て 組 み 立 て ら れ る 。
　 先 ず 、 底 部 ２ の 相 対 向 す る 二 辺 に 設 け ら れ て い る 第 １ 側 壁 部 ４ を 第 １ 折 線 ３ か ら 谷 折 り  
し て 立 ち 上 げ る と と も に 、 底 部 ２ の 他 の 相 対 向 す る 二 辺 に 設 け ら れ て い る 第 ２ 側 壁 部 ６ を  
第 ２ 折 線 ５ か ら 谷 折 り し て 立 ち 上 げ 、 こ の 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 立 ち 上 げ と 同 期  
し て 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設 け ら れ て い る 四 角 形 の 折 込 部 １ ０ を  
、 対 角 線 と な る 第 ５ 折 線 ９ を 谷 折 り し 、 第 ３ 折 線 ７ を 谷 折 り に 、 第 ４ 折 線 ８ を 山 折 り し て  
外 方 に 二 つ 折 り し て 三 角 形 と し 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 む （ 図 ３ ， 図 ４ 参 照 。 ）  
。
　 折 込 部 １ ０ を 内 方 に 二 つ 折 り し て 三 角 形 と し た と き 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成  
さ れ た 凹 部 １ ２ 同 士 と 、 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ 同 士 が 重 な り 、 重 な っ た 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ  
が 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と な る （ 図 ４ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り  
し て 外 方 に 倒 し 、 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６  
ｂ に 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 嵌 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ 例 で は 、 係 止 片 部 １ ５ に あ っ て は 、 係 止 片 部 １ ５ の 中 央 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に  
沿 っ て 、 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ａ か ら な る 一 方 の 突 片 部 １ １ ａ が 嵌 合 す る 穴  
状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ が 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に お け る 中 央 に 形 成 さ れ 、 係 止 片 部  
１ ５ の 両 側 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ｂ ， １ ３ ｂ か ら  
な る 他 方 の 突 片 部 １ １ ｂ が 嵌 合 す る 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 穴 状 の 嵌 合 口  
１ ６ ａ と 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ と の 間 が 第 ２ 側 壁 部 ６ に 連 接 し て い る 連 接 部 １ ７ と な り 、 連  
接 部 １ ７ は 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 可 能 な 幅 と な っ て お り  
、 さ ら に 第 ２ 側 壁 部 ６ に は 、 凹 部 １ ２ の 深 さ を 超 え な い 範 囲 で 連 接 部 １ ７ の 一 部 を 形 成 す  
る 切 り 込 み １ ８ が 設 け ら れ 、 切 り 込 み １ ８ の 先 端 を 結 ぶ 線 が 前 記 し た 第 ６ 折 線 １ ４ と な っ  
て お り 、 そ し て 、 連 接 部 １ ７ の 係 止 片 部 １ ５ と の 間 に 第 ７ 折 線 １ ９ が 形 成 さ れ て お り 、 係  
止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 外 方 に 倒 し 、 連 接 部 １ ７ を 凹 部 １ ２ に 嵌 合 す る  
こ と に よ り 、 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部  
６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 さ せ 、 さ ら に 第 ７ 折 線 １ ９ か ら 山 折  
り し 第 ２ 側 壁 部 ６ と 重 ね る （ 図 ５ 参 照 。 ） 。
　 こ の よ う に し て 箱 １ の 組 み 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 第 １ 例 の 箱 １ は 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設 け ら れ て い  
る 折 込 部 １ ０ を 外 方 に 二 つ 折 り し な が ら 、 底 部 ２ か ら 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ を 立 ち  
上 げ 、 二 つ 折 り し た 折 込 部 １ ０ を 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ん で 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面  
に 重 ね 、 こ の 状 態 か ら 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線  
１ ４ か ら 山 折 り し て 、 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ，  
１ ６ ｂ に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部 １  
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１ ａ ， １ １ ｂ を 嵌 合 さ せ る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 例 で は 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ  
は 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 の 中 央 部 位 が 、 シ ー ト 厚 を 超 え る 深 さ に 切 り 取 ら れ て 凹 部  
１ ２ が 形 成 さ れ 、 凹 部 １ ２ の 両 側 の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と し て お  
り 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ 同 士 が 、 そ し て 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ  
同 士 が 折 込 部 １ ０ を 第 ５ 折 線 ９ か ら 二 つ 折 り し た と き 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 係 止 片 部 １ ５ に あ っ て は 、 係 止 片 部 １ ５ の 中 央 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ  
て 、 重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ａ か ら な る 一 方 の 突 片 部 １ １ ａ が 嵌 合 す る 穴 状 の  
嵌 合 口 １ ６ ａ が 中 央 に 形 成 さ れ 、 係 止 片 部 １ ５ の 両 側 に 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、  
重 な り 合 う ２ つ の 突 部 １ ３ ｂ ， １ ３ ｂ か ら な る 他 方 の 突 片 部 １ １ ｂ が 嵌 合 す る 溝 状 の 嵌 合  
口 １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ と 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ と の 間 が 第 ２ 側 壁  
部 ６ に 連 接 し て い る 連 接 部 １ ７ と な り 、 連 接 部 １ ７ は 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 形 成 さ  
れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 可 能 な 幅 に と な っ て お り 、 さ ら に 第 ２ 側 壁 部 ６ に は 、 凹 部 １ ２ の 深 さ  
を 超 え な い 範 囲 で 連 接 部 １ ７ の 一 部 を 形 成 す る 切 り 込 み １ ８ が 設 け ら れ 、 切 り 込 み １ ８ の  
先 端 を 結 ぶ 線 が 前 記 し た 第 ６ 折 線 １ ４ と な っ て お り 、 そ し て 、 連 接 部 １ ７ の 係 止 片 部 １ ５  
と の 間 に 第 ７ 折 線 １ ９ が 形 成 さ れ て い る の で 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係  
止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 外 方 に 倒 し 、 連 接 部 １ ７ を 凹 部 １ ２ に 嵌 合 さ せ  
る こ と に よ り 、 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁  
部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 し 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合  
し た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ は 、 そ の 先 端 が 係 止 片 部 １ ５ の 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ か ら 突 出  
し た 状 態 と な る こ と か ら 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 係 止 片 部 １ ５ と の 間 に 確 実 な 係 止 状 態  
が 得 ら れ 、 第 ２ 側 壁 部 ６ と 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 １ ０ を 確 実 に 固  
定 す る こ と が で き 、 堅 牢 な 箱 １ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 特 に 、 第 １ 例 で は 、 凹 部 １ ２ の 切 り 取 り 深 さ は シ ー ト 厚 の ３ 倍 の 深 さ と な っ て い る の で  
、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 し た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ は 、 そ の 先 端 が 係 止 片 部 １ ５ の  
嵌 合 口 か ら 少 な く と も シ ー ト 厚 以 上 の 幅 で 突 出 す る こ と か ら 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 係  
止 片 部 １ ５ と の 間 に 一 層 確 実 な 係 止 状 態 が 得 ら れ 、 一 層 堅 牢 な 箱 １ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 組 み 立 て ら れ た 箱 １ の 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 内 面 に は 障 害 と な る よ う な  
出 っ 張 り 部 を 生 じ さ せ る よ う な こ と は 無 い の で 、 内 容 物 の 出 し 入 れ 等 に お い て 取 扱 に 便 利  
な 箱 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 得 ら れ た 箱 の 用 途 は 特 に 問 わ ず 、 輸 送 用 途 の み な ら ず 保 管 用 途 と し て も 好 適 に 使  
用 可 能 で あ る 。 ま た 、 内 面 に 防 水 性 を 有 す る シ ー ト を 用 い た 場 合 は 、 簡 易 の 水 バ ケ ツ や ゴ  
ミ 箱 等 と し て 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 例 の 箱 に あ っ て は 、 そ の 組 立 に お い て 箱 の 構 造 、 内 側 の 形 状 、 お よ び 強 度 を  
損 な わ な い 範 囲 で あ れ ば 、 図 示 し な い が 、 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 外  
方 に 倒 し 、 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２  
側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 さ せ 、 さ ら に 第 ７ 折 線 １ ９ か  
ら 山 折 り す る 際 、 四 角 形 が 二 つ 折 り さ れ て 三 角 形 と な っ た 折 込 部 １ ０ の 内 側 の 片 の 開 放 辺  
に 設 け ら れ て い る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て  
い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 さ せ 、 二 つ 折 り さ れ て い る 折 込 部 １ ０ の 二 つ の 片 の 間 に  
係 止 片 部 １ ５ を 入 れ 込 む よ う に し て 箱 １ を 組 み 立 て て も よ い 。
　 こ の よ う に し て 組 み 立 て ら れ た 箱 １ は 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 の 開 放 端 近 傍 に も 係 止 片 部 １  
５ に 由 来 し 障 害 と な る よ う な 出 っ 張 り 部 を 生 じ さ せ る よ う な こ と は 無 い の で 、 後 述 す る 外  
蓋 を 用 い る 際 に ス ム ー ズ に 外 蓋 を 開 け 閉 め す る こ と が 可 能 な 箱 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 ま た 、 第 １ 例 の 箱 １ は 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 内 蓋 ３ ０ を 備 え て い る 。
　 内 蓋 ３ ０ は 、 箱 １ の 開 口 部 の 内 側 に 納 ま る 矩 形 状 の 板 状 体 か ら な り 、 内 蓋 ３ ０ の 第 ２ 側  
壁 部 ６ 側 の 辺 に は 、 係 止 片 部 １ ５ に 形 成 さ れ た 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ と 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｂ  
に 嵌 合 し 、 係 止 片 部 １ ５ か ら 突 出 し て い る 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ  
と 突 片 部 １ １ ｂ の 間 に 嵌 合 す る 嵌 合 片 ３ １ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ６ 参 照 。 ） 。 板 状 体 は 箱  
１ の 用 途 に 応 じ て 箱 １ と 同 じ シ ー ト 状 の 材 料 を 使 用 し て も よ く 、 箱 １ と は 異 な る 材 質 の シ  
ー ト 状 の 材 料 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 蓋 ３ ０ を 箱 １ の 開 口 部 へ 取 り 付 け て 閉 じ る 場 合 、 内 蓋 ３ ０ を 箱  
１ の 開 口 部 へ 嵌 め 込 む （ 図 ７ 参 照 。 ） 。
　 箱 １ の 開 口 部 へ 嵌 め 込 ま れ た 内 蓋 ３ ０ は 、 そ の 内 面 が 箱 １ の 外 側 面 方 に 折 り 曲 げ ら れ て  
い る 係 止 片 部 １ ５ に 当 接 す る と と も に 、 内 蓋 ３ ０ の 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 辺 に 形 成 さ れ て い る  
嵌 合 片 ３ １ が 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 し 、 こ の 凹 部 １ ２ に 嵌 合 し  
て い る 係 止 片 部 １ ５ の 連 接 部 １ ７ に 当 接 す る 。 こ の よ う に し て 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ が  
取 り 付 け ら れ 、 箱 １ の 開 口 部 が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ を 嵌 合 す る と い っ た 簡  
単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ を 取 り 付 け 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ て い る 内 蓋 ３ ０ を 取 り 外 す 場 合 は 、 凹 部 １ ２ に 嵌 合 し 、 第 ２  
側 壁 部 ６ の 外 面 に 現 れ て い る 内 蓋 ３ ０ の 嵌 合 片 ３ １ の 端 部 に 指 を 掛 け 、 引 き 上 げ る と い っ  
た 簡 単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 か ら 内 蓋 ３ ０ を 取 り 外 し 、 箱 １ の 開 口 部 を 開 け る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 第 １ 例 で は 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設 け ら れ た 折 込 部 １ ０  
は 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ る よ う に な っ て い る が 、 図 示 し な い が 、 第 １ 側 壁 部  
４ の 外 面 側 に 折 り 込 む よ う に す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け  
ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ は 、 第 １ 側 壁 部 ４ の 開 放 辺 に 設 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ 、 図 ９ は 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 を 示 す も の で あ り 、 図 ８ は 第 ２ 例 の  
箱 の 斜 視 図 、 図 ９ は 図 ８ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
　 第 ２ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 の 箱 １ と 基 本 構 成 に お い て 変 わ る と こ ろ は な く 、 第 １ 例 と 同 一  
の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 例 と 第 １ 例 と の 違 い は 、 第 ２ 例 の 箱 １ は 第 １ 例 の 構 成 に な い 内 蓋 部 ３ ２ が 設 け ら れ  
て い る と こ ろ に あ る 。
　 第 ２ 例 で は 、 底 部 ２ の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 側 壁 部 ４ の 開 放 辺 に 、  
第 ８ 折 線 ３ ３ を 介 し て 連 接 す る 内 蓋 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 内 蓋 部 ３ ２ は 中 央 で ２ 分 割  
し た 形 状 と な っ て い る 。 第 ８ 折 線 ３ ３ に あ っ て は 、 第 １ 側 壁 部 ４ と 折 込 部 １ ０ が 連 接 し て  
い る 第 ３ 折 線 ７ に 凹 部 １ ２ の 深 さ を 超 え な い 範 囲 で 切 り 込 み ３ ４ が 設 け ら れ 、 切 り 込 み ３  
４ の 先 端 を 結 ぶ 線 が 第 ８ 折 線 ３ ３ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 内 蓋 部 ３ ２ に お け る 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 開 放 辺 に は 、 隣 接 す る 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺  
に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 可 能 な 嵌 合 片 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 例 と 同 様 な の で 、 第 １ 例 を 援 用 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 の 箱 １ と 同 様 に 組 み 立 て ら れ る 。 そ し て  
、 組 み 立 て ら れ た 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 内 蓋 部 ３ ２ を 第 ８ 折 線 ３ ３ か ら 谷 折 り し て  
内 方 に 折 り 曲 げ 、 嵌 合 片 ３ ５ を 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 さ せ る （  
図 ８ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 こ の よ う に し て 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部 ４ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 内 蓋 部 ３ ２ を 内 方  
へ 折 り 曲 げ 、 嵌 合 片 ３ ５ を 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 さ せ る こ と に  
よ り 、 箱 １ の 開 口 部 が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 第 ２ 例 の 箱 １ に よ れ ば 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部  
４ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 内 蓋 部 ３ ２ を 内 方 へ 折 り 曲 げ 、 嵌 合 片 ３ ５ を 折 込 部 １ ０ の 開  
放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ に 嵌 合 す る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る こ と が  
で き る 。 ま た 、 内 蓋 部 ３ ２ は 箱 １ と 一 体 と な っ て 設 け ら れ て い る の で 、 別 途 内 蓋 を 用 意 す  
る 必 要 が 無 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 第 ２ 例 で は 、 内 蓋 部 ３ ２ は そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部 ４ に 設 け て い る が 、 図 示 し な い  
が 、 い ず れ か 一 方 の 第 １ 側 壁 部 ４ に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 内 蓋 部 ３ ２ は 図 ８ に 示 す 内  
蓋 部 ３ ２ の ２ 倍 の 大 き さ と す る 。
　 ま た 、 第 ２ 例 で は 内 蓋 部 ３ ２ は 中 央 部 で ２ 分 割 し て い る が 、 蓋 の 機 能 を 損 な わ な い 範 囲  
で あ れ ば 分 割 す る 位 置 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 中 央 部 以 外 の 部 分 に て ２ 分 割 し て も よ い 。
　 そ の 他 の 作 用 効 果 は 第 １ 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ０ 、 図 １ １ は 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ３ 例 を 示 す も の で あ り 、 図 １ ０ は 第  
３ 例 の 箱 の 斜 視 図 、 図 １ １ は 図 １ ０ に 示 す 箱 の 展 開 図 で あ る 。
　 第 ３ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 の 箱 １ と 基 本 構 成 に お い て 変 わ る と こ ろ は な く 、 第 １ 例 と 同 一  
の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 ３ 例 と 第 １ 例 と の 違 い は 、 第 ３ 例 の 箱 １ は 第 １ 例 の 構 成 に な い 外 蓋 部 ３ ６ が 設 け ら れ  
て い る と こ ろ に あ る 。
　 第 ３ 例 で は 、 底 部 ２ の 相 対 向 す る 二 辺 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 側 壁 部 ４ の 開 放 辺 に 、  
第 ８ 折 線 ３ ３ を 介 し て 連 接 す る 外 蓋 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 外 蓋 部 ３ ６ は 中 央 で ２ 分 割  
し た 形 状 と な っ て い る 。 ま た 、 外 蓋 部 ３ ６ の 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 開 放 辺 が 、 第 １ 側 壁 部 ４ よ  
り 僅 か に 出 て い る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 例 と 同 様 な の で 、 第 １ 例 を 援 用 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 の 箱 １ と 同 様 に 組 み 立 て ら れ る 。 そ し て  
、 組 み 立 て ら れ た 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 外 蓋 部 ３ ６ を 第 ８ 折 線 ３ ３ か ら 谷 折 り し て  
内 方 に 折 り 曲 げ 、 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 開 放 辺 を 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 側 先 端 に 当 接 さ せ る （ 図  
１ ０ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部 ４ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 外 蓋 部 ３ ６ を 内 方  
へ 折 り 曲 げ 、 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 開 放 辺 を 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 側 先 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ  
り 、 箱 １ の 開 口 部 が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 第 ３ 例 の 箱 １ に よ れ ば 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部  
４ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 外 蓋 部 ３ ６ を 内 方 へ 折 り 曲 げ 、 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 開 放 辺 を 第  
２ 側 壁 部 ６ の 開 放 側 先 端 に 当 接 さ せ る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る こ と が  
で き る 。 ま た 、 外 蓋 部 ３ ６ は 箱 １ と 一 体 と な っ て 設 け ら れ て い る の で 、 別 途 外 蓋 を 用 意 す  
る 必 要 が 無 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 第 ３ 例 で は 、 外 蓋 部 ３ ６ は そ れ ぞ れ の 第 １ 側 壁 部 ４ に 設 け て い る が 、 図 示 し な い  
が 、 い ず れ か 一 方 の 第 １ 側 壁 部 ４ に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 外 蓋 部 ３ ６ は 図 １ ０ に 示 す  
外 蓋 部 ３ ６ の ２ 倍 の 大 き さ と す る 。
　 ま た 、 第 ３ 例 で は 外 蓋 部 ３ ６ は 中 央 部 で ２ 分 割 し て い る が 、 蓋 の 機 能 を 損 な わ な い 範 囲  
で あ れ ば 分 割 す る 位 置 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 中 央 部 以 外 の 部 分 に て ２ 分 割 し て も よ い 。
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　 そ の 他 の 作 用 効 果 は 第 １ 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ２ ～ 図 １ ９ は 本 発 明 に 係 る 箱 の 実 施 の 形 態 の 第 ４ 例 を 示 す も の で あ り 、 図 １ ２ は 第  
４ 例 の 箱 の 斜 視 図 、 図 １ ３ は 図 １ ２ に 示 す 箱 の 展 開 図 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ は 図 １ ２  
に 示 す 箱 を 組 み 立 て る 過 程 を 示 す 説 明 図 、 図 １ ７ は 図 １ ２ に 示 す 箱 の 利 用 例 を 示 す 説 明 図  
、 図 １ ８ は 図 １ ２ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 取 り 付 け る 内 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図 、 図 １ ９ は 図 １  
２ に 示 す 箱 の 開 口 部 に 内 蓋 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 第 ４ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 の 箱 １ と 基 本 構 成 に お い て 変 わ る と こ ろ は な く 、 第 １ 例 と 同 一  
の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ４ 例 と 第 １ 例 と の 主 な 違 い は 、 第 ４ 例 で は 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の  
間 に 設 け ら れ 、 外 方 に 二 つ 折 り さ れ 三 角 形 と な る ４ つ の 折 込 部 １ ０ が 、 そ れ ぞ れ 同 一 方 向  
に 折 ら れ 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 ま れ て お り 、 そ し て 、 係 止 片 部 １  
５ は 、 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の そ れ ぞ れ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 先 ず 、 第 ４ 例 で は 、 底 部 ２ は 正 方 形 と な っ て お り 、 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ は 、 側  
辺 が 底 部 ２ の 一 辺 の 長 さ と 同 じ 、 あ る い は そ れ よ り 長 い 矩 形 状 と な っ て い る 。 第 ４ 例 で は  
、 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ は 、 側 辺 が 底 部 ２ の 一 辺 の 長 さ よ り 長 い 長 方 形 と な っ て い  
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設 け ら れ て い る 折 込 部 １ ０ の ２ つ  
の 開 放 辺 に は 、 そ の 両 側 に 第 １ 例 と 同 様 に 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 設 け ら れ 、 第 ４ 例 で は  
さ ら に 、 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 間 に 突 片 部 １ １ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 ４ 例 で は 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 に 、 シ ー ト 厚 を 超 え る 深 さ に 切 り 取 ら れ て ２ つ  
の 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 形 成 さ れ 、 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 外 側 の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を 突  
片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と し て お り 、 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 内 側 、 す な わ ち 凹 部 １ ２ ａ と １ ２  
ｂ の 間 に あ る 突 部 １ ３ ｃ を 突 片 部 １ １ ｃ と し て い る 。 そ し て 、 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺  
に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ 同 士 が 、 そ し て 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ 同 士 が 折 込  
部 １ ０ を 第 ５ 折 線 ９ か ら 二 つ 折 り し た と き 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放 辺 の 中 央 部 位 を 切 り 取 っ て 形 成 さ れ る 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 切  
り 取 り 深 さ は シ ー ト 厚 の ２ 倍 か ら ３ 倍 の 深 さ が 好 ま し い 。 第 ４ 例 で は 、 凹 部 １ ２ の 切 り 取  
り 深 さ は 第 １ 例 と 同 様 シ ー ト 厚 の ３ 倍 の 深 さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 ４ 例 で は 、 第 １ 側 壁 部 ４ だ け で な く 、 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に も 第 ６ 折 線 １ ４ を 介 し  
て 連 接 す る 係 止 片 部 １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 係 止 片 部 １ ５ と 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁  
部 ６ の 間 に は 、 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ が 嵌 合 す る 嵌 合 口  
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り す る  
こ と に よ り 、 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側  
に 折 り 込 ま れ た 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ が 嵌 合 す る よ う に  
な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ に あ っ て は 、  
第 ４ 例 で は 、 係 止 片 部 １ ５ の 中 央 に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、  
重 な り 合 う 突 部 １ ３ ｃ か ら な る 突 片 部 １ １ ｃ が 嵌 合 す る 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｃ が 形 成 さ れ 、  
係 止 片 部 １ ５ の 両 側 に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 沿 っ て 、 重 な り 合 う ２  
つ の 突 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ か ら な る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 嵌 合 す る 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ ，  
１ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 そ し て 、 穴 状 の 嵌 合 口 １ ６ ｃ と 溝 状 の 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ と の 間 が 第 １ 側 壁 部 ４ お よ  
び 第 ２ 側 壁 部 ６ に 連 接 し て い る 連 接 部 １ ７ と な り 、 連 接 部 １ ７ は 折 込 部 １ ０ の ２ つ の 開 放  
辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 嵌 合 可 能 な 幅 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ に は 、 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 深 さ を 超 え な い 範  
囲 で 連 接 部 １ ７ の 一 部 を 形 成 す る 切 り 込 み １ ８ が 設 け ら れ 、 切 り 込 み １ ８ の 先 端 を 結 ぶ 線  
が 前 記 し た 第 ６ 折 線 １ ４ と な っ て い る 。 そ し て 、 連 接 部 １ ７ の 係 止 片 部 １ ５ と の 間 に 第 ７  
折 線 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 第 ４ 例 で は 、 第 １ 側 壁 部 ４ ま た は 第 ２ 側 壁 部 ６ と 、 対 角 線 上 に あ る 外 方 に 二 つ 折  
り さ れ 三 角 形 と な る ４ つ の 折 込 部 １ ０ の 三 角 面 部 に 、 そ れ ぞ れ 開 口 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い  
る 。 開 口 部 ２ ０ は 、 折 込 部 １ ０ を 二 つ 折 り し 、 そ し て 、 二 つ 折 り し た 折 込 部 １ ０ を 第 １ 側  
壁 部 ４ ま た は 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね た と き 、 そ れ ぞ れ 一 致 し 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ  
て い る （ 図 １ ２ 、 図 １ ５ 参 照 。 ） 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 例 と 同 様 な の で 、 第 １ 例 を 援 用 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 第 ４ 例 の 箱 １ は 、 以 下 の 通 り 組 み 立 て ら れ る 。
　 先 ず 、 第 １ 例 と 同 様 に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ を 立 ち 上 げ る 。 こ の 第 １ 側 壁 部  
４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 立 ち 上 げ と 同 期 し て 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設  
け ら れ て い る 四 角 形 の 折 込 部 １ ０ を 、 対 角 線 と な る 第 ５ 折 線 ９ を 谷 折 り し た 後 、 第 ３ 折 線  
７ ａ お よ び 第 ４ 折 線 ８ ｂ を 山 折 り に 、 第 ３ 折 線 ７ ｂ お よ び 第 ４ 折 線 ８ ａ を 谷 折 り し て 外 方  
に 二 つ 折 り し て 三 角 形 と し 、 第 ３ 折 線 ７ ａ お よ び 第 ４ 折 線 ８ ｂ を 軸 と し て そ れ ぞ れ 同 一 方  
向 に 折 り 曲 げ （ 図 １ ４ 参 照 。 ） 、 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 側 に 折 り 込 む （ 図 １  
５ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６  
折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 外 方 に 倒 し 、 連 接 部 １ ７ を 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 嵌 合 す る こ と に  
よ り 、 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間  
に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 、 突 片 部 １ １ ｃ を 嵌 合 口 １ ６ ｃ に 嵌 合 さ せ 、 さ  
ら に 第 ７ 折 線 １ ９ か ら 山 折 り し 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ と 重 ね る （ 図 １ ６ 参 照 。  
） 。
　 こ の よ う に し て 箱 １ の 組 み 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の よ う に 第 ４ 例 の 箱 １ は 、 隣 り 合 う 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 設 け ら れ て い  
る 折 込 部 １ ０ を 外 方 に 二 つ 折 り し な が ら 、 底 部 ２ か ら 第 １ 側 壁 部 ４ と 第 ２ 側 壁 部 ６ を 立 ち  
上 げ 、 外 方 に 二 つ 折 り し て 三 角 形 と し 、 第 ３ 折 線 ７ お よ び 第 ４ 折 線 ８ を 軸 と し て そ れ ぞ れ  
同 一 方 向 に 折 り 曲 げ 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね 、 こ の 状 態 か ら 、 係 止  
片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 、 折 込 部 １ ０ に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ  
， １ １ ｃ を 係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １  
６ ｃ に 嵌 合 さ せ る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 第 ４ 例 で は 、 第 １ 側 壁 部 ４ ま た は 第 ２ 側 壁 部 ６ と 、 対 角 線 上 に あ る 外 方 に 二 つ 折  
り さ れ 三 角 形 と な る ４ つ の 折 込 部 １ ０ の 三 角 面 部 に 、 そ れ ぞ れ 開 口 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い  
る 。 開 口 部 ２ ０ は 、 折 込 部 １ ０ を 二 つ 折 り し 、 そ し て 、 二 つ 折 り し た 折 込 部 １ ０ を 第 １ 側  
壁 部 ４ ま た は 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね た と き 、 そ れ ぞ れ 一 致 し 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ  
て い る の で 、 開 口 部 ２ ０ を 取 っ 手 ２ １ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 第 ４ 例 で は 、 箱 １ は 、 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 開 放 辺 に 設 け ら れ 、 嵌  
合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ に 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね ら れ て い る  
折 込 部 １ ０ の 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ を 嵌 合 さ せ て い る ４ つ の 係 止 片 部 １ ５ の う ち  
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の １ つ を 折 込 部 １ ０ か ら 外 す こ と に よ り 、 係 止 片 部 １ ５ か ら 外 れ た 折 込 部 １ ０ を 外 方 へ 突  
出 さ せ 、 突 出 し た 折 込 部 １ ０ を 注 ぎ 口 ２ ２ と す る 水 差 し と し て 利 用 す る こ と が で き る （ 図  
１ ７ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 第 ４ 例 の 箱 に あ っ て は 、 そ の 組 立 に お い て 箱 の 構 造 、 内 側 の 形 状 、 お よ び 強 度 を  
損 な わ な い 範 囲 で あ れ ば 、 図 示 し な い が 、 係 止 片 部 １ ５ を 第 ６ 折 線 １ ４ か ら 山 折 り し て 外  
方 に 倒 し 、 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ 、 １ １ ｃ を 係 止 片 部 １  
５ と 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ 、 １ ６  
ｃ に 嵌 合 さ せ 、 さ ら に 第 ７ 折 線 １ ９ か ら 山 折 り す る 際 、 四 角 形 が 二 つ 折 り さ れ て 三 角 形 と  
な っ た 折 込 部 １ ０ の 内 側 の 片 の 開 放 辺 に 設 け ら れ て い る 突 片 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ を  
係 止 片 部 １ ５ と 第 ２ 側 壁 部 ６ の 間 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 口 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 嵌 合 さ せ 、 二  
つ 折 り さ れ て い る 折 込 部 １ ０ の 二 つ の 片 の 間 に 係 止 片 部 １ ５ を 入 れ 込 む よ う に し て 箱 １ を  
組 み 立 て て も よ い 。
　 こ の よ う に し て 組 み 立 て ら れ た 箱 １ は 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 の 開 放 端  
近 傍 に も 係 止 片 部 １ ５ に 由 来 し 障 害 と な る よ う な 出 っ 張 り 部 を 生 じ さ せ る よ う な こ と は 無  
い の で 、 イ ン テ リ ア 性 の 向 上 に 加 え 、 後 述 す る 外 蓋 を 用 い る 際 に ス ム ー ズ に 外 蓋 を 開 け 閉  
め す る こ と が 可 能 な 箱 を 得 る こ と が で き る 。
　 そ の 他 の 作 用 効 果 は 第 １ 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 第 ４ 例 の 箱 １ は 、 第 １ 例 と 同 様 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 内 蓋 ３ ０ を 備 え て い  
る 。 内 蓋 ３ ０ は 、 箱 １ の 開 口 部 の 内 側 に 納 ま る 正 方 形 状 の 板 状 体 か ら な り 、 内 蓋 ３ ０ の 第  
１ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 辺 に は 、 係 止 片 部 １ ５ に 形 成 さ れ た １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ，  
１ ６ ｃ に 嵌 合 し 、 係 止 片 部 １ ５ か ら 突 出 し て い る 折 込 部 １ ０ の 開 放 辺 に 設 け ら れ た 突 片 部  
１ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 間 に 嵌 合 す る 嵌 合 片 ３ １ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ ８ 参 照 。 ） 。  
板 状 体 は 箱 １ の 用 途 に 応 じ て 箱 １ と 同 じ シ ー ト 状 の 材 料 を 使 用 し て も よ く 、 箱 １ と は 異 な  
る 材 質 の シ ー ト 状 の 材 料 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 蓋 ３ ０ を 箱 １ の 開 口 部 へ 取 り 付 け て 閉 じ る 場 合 、 内 蓋 ３ ０ を 箱  
１ の 開 口 部 へ 嵌 め 込 む （ 図 １ ９ 参 照 。 ） 。 箱 １ の 開 口 部 へ 嵌 め 込 ま れ た 内 蓋 ３ ０ は 、 そ の  
内 面 が 箱 １ の 外 側 面 方 に 折 り 曲 げ ら れ て い る 係 止 片 部 １ ５ に 当 接 す る と と も に 、 内 蓋 ３ ０  
の 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ 側 の 辺 に 形 成 さ れ て い る 嵌 合 片 ３ １ が 折 込 部 １ ０ の 開  
放 辺 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 嵌 合 し 、 こ の 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 嵌 合 し て い る  
係 止 片 部 １ ５ の 連 接 部 １ ７ に 当 接 す る 。 こ の よ う に し て 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ が 取 り 付  
け ら れ 、 箱 １ の 開 口 部 が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の よ う に 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る 場 合 、 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ を 嵌 合 す る と い っ た 簡  
単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 に 内 蓋 ３ ０ を 取 り 付 け 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 箱 １ の 開 口 部 を 閉 じ て い る 内 蓋 ３ ０ を 取 り 外 す 場 合 は 、 凹 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 嵌  
合 し 、 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び ／ ま た は 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 現 れ て い る 内 蓋 ３ ０ の 嵌 合 片 ３  
１ の 端 部 に 指 を 掛 け 、 引 き 上 げ る と い っ た 簡 単 な 作 業 で 箱 １ の 開 口 部 か ら 内 蓋 ３ ０ を 取 り  
外 し 、 箱 １ の 開 口 部 を 開 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ２ ０ 、 図 ２ １ は 、 第 １ 例 、 第 ４ 例 の 箱 １ に 被 せ ら れ る 外 蓋 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、  
図 ２ ０ は 外 蓋 の 一 例 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ １ は 図 ２ ０ に 示 す 外 蓋 を 図 １ に 示 す 箱 に 被 せ た 状  
態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 外 蓋 ３ ７ は 、 箱 １ と 同 じ く 、 一 枚 の シ ー ト で 形 成 さ れ て い る 。 使 用 さ れ る シ ー ト と し て  
は 、 本 例 で は 、 箱 １ と 同 じ シ ー ト が 使 用 さ れ て い る 。 一 枚 の シ ー ト で 形 成 さ れ る 本 例 の 外  
蓋 ３ ７ は 、 図 ２ ０ の 平 面 図 で 示 す よ う に 、 箱 １ の 開 口 部 外 形 と 同 じ 大 き さ に 形 成 さ れ た 矩  
形 状 の 天 部 ３ ８ の ４ 辺 に そ れ ぞ れ 第 ９ 折 線 ３ ９ を 介 し て 側 壁 部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 外 蓋 ３ ７ は 、 次 の よ う に し て 箱 １ に 被 せ ら れ る 、
　 天 部 ３ ８ の ４ 辺 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 側 壁 部 ４ ０ を 第 ９ 折 線 ３ ９ か ら 山 折 り し 、 こ  
の 状 態 で 、 側 壁 部 ４ ０ を 箱 １ の 第 １ 側 壁 部 ４ 及 び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね る よ う に し て  
箱 １ に 被 せ 、 或 い は 、 天 部 ３ ８ を 箱 １ の 開 口 部 に 当 て て か ら 、 側 壁 部 ４ ０ を 第 ９ 折 線 ３ ９  
か ら 山 折 り し 、 側 壁 部 ４ ０ を 箱 １ の 第 １ 側 壁 部 ４ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね る よ う  
に し て 箱 １ に 被 せ る （ 図 ２ １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う に し て 箱 １ に 被 せ た 外 蓋 ３ ７ の 側 壁 部 ４ ０ に 、 粘 着 テ ー プ を 巻 き 付 け 、 箱 １ の  
第 １ 側 壁 部 ４ 及 び 第 ２ 側 壁 部 ６ の 外 面 に 重 ね た 側 壁 部 ４ ０ が 拡 が ら な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 本 例 の 外 蓋 ３ ７ に よ れ ば 、 簡 単 な 作 業 で 箱 １ に 被 せ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
１   箱
２   底 部
３   第 １ 折 線
４   第 １ 側 壁 部
５   第 ２ 折 線
６   第 ２ 側 壁 部
７   第 ３ 折 線
８   第 ４ 折 線
９   第 ５ 折 線
１ ０   折 込 部
１ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ   突 片 部
１ ２ ， １ ２ ａ ， １ ２ ｂ   凹 部
１ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ   突 部
１ ４   第 ６ 折 線
１ ５   係 止 片 部
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ   嵌 合 口
１ ７   連 接 部
１ ８   切 り 込 み
１ ９   第 ７ 折 線
２ ０   開 口 部
２ １   取 っ 手
２ ２   注 ぎ 口
３ ０   内 蓋
３ １   嵌 合 片
３ ２   内 蓋 部
３ ３   第 ８ 折 線
３ ４   切 り 込 み
３ ５   嵌 合 片
３ ６   外 蓋 部
３ ７   外 蓋
３ ８   天 板
３ ９   第 ９ 折 線
４ ０   側 壁 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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